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沿
岸
地
域
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
で
す

が
、復
興
事
業
は
着
実
に
進
み
、多
く
の
地
元
行
事
な
ど
も
元

気
な
姿
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
被
災
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら「
ま

だ
な
ん
と
な
く
東
北
地
方
へ
の
旅
を
避
け
て
い
る
」と
い
う
人

に
現
在
の
岩
手
を
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、さ
ま
ざ
ま
な
P
R

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

元
気
で
魅
力
あ
る
岩
手
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

観
光
や
交
流
に
も
力
を

1 2016希望郷いわて国体の「応援フォト」。「広げよう 感動。伝えよう 感謝。」のスロー
ガンで、県民・競技関係者・企業・自治体など「オール岩手」で盛り上げている。
2 世界遺産登録から5周年を迎える平泉の庭園。国内にとどまらず海外からの集客にも
力を入れる。
3 三陸ジオパーク※の見どころの一つでNHK「あまちゃん」でも話題になった小袖海岸。
※平成25年9月に日本ジオパークに認定され、エリアは青森県八戸市から宮城県気仙沼
市までの沿岸16市町村。南北約200㎞にも及ぶ日本一広大なジオパーク。

住宅が移転した低地には商業
施設などを中心に整備し、高台
に住宅を移転・整備している。

釜石市の曳き船まつり
毎年秋に行われる「釜石まつり」でのメインイ
ベント。震災で船も神楽の道具も失ったが、
地元の伝統を守ろうという強い意志から震災
が起きた年の10月に2隻の船で決行。平成
27年は13隻まで増加し、従来のにぎわいを
取り戻しつつある。（写真提供／釜石市）

三陸鉄道
震災でダメージを受けた山田線は、復旧後に
JR東日本から三陸鉄道に運営が移管される
予定で、海岸沿いの鉄道は経営が一本化され
る。地元の愛着も深い鉄道だけに「震災学習
列車」「こたつ列車」など鉄道をもり立てるた
めのさまざまな企画列車が運行されている。

田老地区の高台移転
宮古市田老地区は震災で甚大な
津波被害を受け、高台への集団移
転が進められている。現在は山を
削って100万㎥もの土砂を動か
した大規模な造成工事が完了し、
移転住宅の建設が始まっている。
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イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
・
復
興
が
順
調
に
進
む
中
、応
急
仮
設
住
宅
に
は
ピ
ー
ク
時
の
半
数
の
入
居
者
が
い
ま
だ
残
る
岩
手
県
。

課
題
と
向
き
合
い
つ
つ
も
、全
国
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て「
元
気
に
な
っ
た
岩
手
」を
ど
う
伝
え
て
い
く
の
か
、

岩
手
県
復
興
局
長
の
中
村
一
郎
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
の
効
果
が
見
え
始
め
た

岩
手
県
で
は
、
復
興
の
大
き
な
鍵
と
な
っ

て
い
る
道
路
・
港
湾
・
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
特

に
海
沿
い
を
縦
貫
す
る
三
陸
沿
岸
道
路
、
県

土
を
横
断
す
る
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
、
東
北

横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
に
つ
い
て
、
中

村
局
長
は
「
も
と
も
と
計
画
は
あ
り
な
が
ら

一
部
事
業
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
三
本

の
道
路
は
、
震
災
後
に
国
か
ら
復
興
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
て
い

た
だ
き
、
現
在
は
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。“
災

害
に
強
い
”
と
い
う
付
加
価
値
を
持
っ
た
道

路
が
完
成
す
れ
ば
、
飛
躍
的
な
ア
ク
セ
ス
の

向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

三
陸
沿
岸
道
路
は
仙
台
～
八
戸
間
の
所
要

時
間
を
3
時
間
近
く
も
短
縮
し
、
宮
古
盛
岡

横
断
道
路
は
宮
古
～
盛
岡
間
を
25
分
短
縮
、

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
も
釜
石
～

花
巻
間
を
20
分
短
縮
し
ま
す
。「
利
便
性
は

大
き
く
向
上
し
、
生
活
・
産
業
・
観
光
面
へ

の
波
及
効
果
は
大
き
い
」
と
の
期
待
感
も
表

し
ま
し
た
。

リ
ア
ス
海
岸
の
影
響
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
の
港
湾
に
お
い
て
も
、
復
興
に

よ
っ
て
大
き
な
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
三
陸
沿
岸
道
路
と
横
断
道
の
結
節
点

と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
、
宮
古
港
で
は
平

成
30
年
に
室
蘭
港
と
の
フ
ェ
リ
ー
就
航
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
釜
石
港
で
は
、
横

断
道
の
整
備
に
よ
り
内
陸
部
か
ら
の
物
流
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
が
急

増
。
道
路
と
港
湾
の
利
便
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
で
、
岩
手
県
を
支
え
る
物
流
拠
点
と
し
て

期
待
さ
れ
ま
す
。

鉄
道
に
目
を
向
け
る
と
、
震
災
の
5
日
目

に
は
一
部
運
行
を
再
開
し
、
復
興
へ
の
先
駆

け
と
し
て
住
民
を
大
い
に
力
づ
け
、
そ
し
て

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』

で
知
名
度
を
上
げ
た
三
陸
鉄
道
が
、
平
成
26

年
4
月
に
全
線
の
運
行
を
再
開
。
津
波
被
害

か
ら
ま
だ
復
旧
し
て
い
な
い
J
R
山
田
線

の
区
間
を
挟
み
、
現
在
は
ま
だ
南
北
に
分
断

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
山
田
線
は
復
旧

後
に
J
R
東
日
本
か
ら
三
陸
鉄
道
に
運
営

が
移
管
さ
れ
る
予
定
で
す
。
沿
岸
の
南
北
を

一
本
に
結
ぶ
鉄
道
と
し
て
、
ま
す
ま
す
三
陸

の
象
徴
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

交
流
の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に

「
復
旧
・
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
は
い
ま
す

が
、
被
災
し
た
方
々
に
と
っ
て
は
『
ま
だ
こ
の

程
度
か
』と
い
う
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
整
備
を
急
ぐ
な
ど
、
被
災
者

に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
っ
と
地
元
を
も
り
立

て
て
い
き
た
い
」
と
中
村
局
長
。
そ
こ
に
は

全
国
か
ら
の
支
援
に
感
謝
す
る
た
め
に
も
、

元
気
に
な
っ
た
岩
手
を
知
ら
せ
た
い
と
の
思

い
も
あ
り
ま
す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
や
今
年

開
催
の
い
わ
て
国
体
、
平
泉
と
釜
石
市
の
橋

野
鉄
鉱
山
の
二
つ
の
世
界
遺
産
、
2
0
1
9

年
の
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
釜
石
開
催
な
ど
、
明
る

い
話
題
発
信
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

中
村
局
長
は
「
被
災
地
へ
は
気
軽
に
行
き

に
く
い
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
同
時
に
地
震

や
津
波
に
備
え
る
必
要
性
も
学
ん
で
い
た
だ

被
災
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら

安
全・暮
ら
し・な
り
わ
い
を
再
生
す
る

岩
手
県

岩手県復興局長  
中村一郎さん

け
ま
す
。
ぜ
ひ
岩
手
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
、
震
災
を
伝
承
し
て
い
く
被
災
地
な

ら
で
は
の
役
割
も
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

復興道路などの
交通ネットワークの
活用に向けて
中長期的な視点や広域的な観点に
立ち、新たな三陸地域を築いていく
ためのアイデアや取り組みなどを、産
業・観光・コミュニティの三分野を柱
に検討している。中でも急ピッチで
準備が進む交通インフラを今後どの
ように活用していくべきか、岩手のこ
れからを考える上でも重要な検討事
項となっている。 

【検討案の一例】
移動と物流の時間短縮効果を産業振興に
どう生かすか？
◉ 新鮮な三陸の水産物を復興道路で消費

地に直送
◉ 効率的な物流網による産業競争力向上

を企業にアピール
各地からのアクセス性向上を観光に生か
すには？
◉ 魅力ある広域的な観光ルートの開発
住民の生活圏拡大を、地域の活性化につ
なげるには？
◉ 生活サービス施設の共同利用などによ

る利便性の向上
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